
19.除草剤の林地およぴ生物におよぼす影艱

1.試院担当者

本塚造林部長 加 藤 善 忠

本場造林跡草剤研究室長 真 部 辰 夫 ほか

"土じよう調査科疚 黑 鳥 忠 ほか

〇保韻部］狀科長 池 田 真?用 ほか

赤沼試誕主任 山 路 木砌 ほか

北海道支焰造林部長 土 井 恭 次 松か

東北支埃育林第二研究空畏 加 藤 亮 助 椎か

四国支埃林滸究窒長 安 藤 貴 ぼか

九州支K宵林部長 細 井 守 ほか

2試於目的

除革剤の使用が林床動物,土湛生物への影密,林地への有機物卻給源K左っている林床 

tfl生の急激な枯殺によりひきおこされる生態系の攪乱。任か.敌布地鴻殊性から野生な獣, 

淡水魚への影轡を検討し,除草剤の.袞林生型系に及ほす修密の実態を明らかにするととも;て, 

斃査方法を・ し,上り合理的な除草剤の選定およぴ使用方法の改善に資する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた絃果

1)除草剤網xろ林床植生の変化:的年と冋孫各粗生,除荒削別に摘生恕ヒの推移を潟夜

(被度,地上页,照瘦,薬剤効果傑か)を行い,除草帮敎布区と対象区との速いを検肘し 

M <«-,各支塚)が除車剤敬布にXる植生交替がめ若にみられた。

2 )せ倒物への杉弟:既設定M孫地について季節別に鹼勰の時間的瓷化の调定を行なっ 

d 赤沼に遊槌を般坦し桨剤別,襲・度別に袖物相変化との腮係を季節別に認究したが存 

枝すべき顕若左差興はみられなかった〇

3) 土ご撤生物への形鬱:赤沼胡後地において薬剤別,浪度別に微生めフロラに対する影賢 

を彌定した〇 4た現地穿・の分離培養わよび冋定と前年度採取試料から 磅 培養した各種 

茵類について・各棊剤K対する帝凿性の生理的性質の変化(てついて検討したが除草剤制潦度 

散布く通常飲布以上)K函領の波少を招く。

4) 土阳て対する影饗:Aの靖,土撰Q矽態安化,化学的性質の変化を前年河樣実施した〇 

赤沼試數地にわいては英剤別,濃度別に検討した,腐植の形:®を異にする土必を用いて 

NaC、など藁剤の將植組成に舎、よほす影咎を検針した結果巻別な喪化はみられない,た 

だカラマツ林でNaC I 3散爽による水溶性爾酸您Nの跋少がみられた。

5 )除草剤の残留と転流;土口中の上下お!び横への移動性,土気中の分解,以藩についX 

検討した,Na C10 8 , A M Sは砒亡しやすく分利は土以てよる差が顕若である〇
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4.昭和4 6年度の試験計面

1>除草削にxる林床状生の變化!前年と阿樣各执生,除京削別に粗生変化の推移を灣を 

く核度,地上没,照度,裁剤肋果ほかクを行宏い辭?爾:布区と対象区との途いを検时す 

る(本場,各支投)。

2>土疝勒物への影響:既設定は験地について,季節別に動物相の時間的変化の測定を行な 

う。

3 ) 士艾微生物への影舊:赤沼蹈地において英剤別,浚安別に微生物フnラに對する馅见 

を刻定する。また散!試村?分暖培妾および同定と前年度採取試料から分稚培谷した各替 

閣淋2ついて各胴湖て対する酎繭性の生理的性質の変化について欢时する。

4 ) 土“に対する彩例:A用土圈の彩怨遂化,化学的性質の弦化を陌年问様実敞ろ。

5 )除草剤の液国と嶄流:土I二中の上下および捞への秽点!性,土ぶ丄中の分解,殷洎について 

検时する。
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